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大気光の分光温度計観測により得られた温度変化の解析

Mesospheric temperature measurement using a Spectral Airglow Temperature Imager

(SATI)
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名古屋大学太陽地球環境研究所では、
複数の光学観測機器により構成される
超高層大気イメージングシステム(OMTI)を製作し、
1997年度より信楽MU観測所において連続観測を
実施している。
OMTIの観測機器の一つである分光温度計(SATI)は
OH・O2分子のバンド発光の強度比からそれぞれの
分子の温度を求めることが出来る。

本研究では、
SATIによって得られた回転温度・発光強度変動に
みられる波状構造について解析を行う。
得られた回転温度・発光強度変動には、
大気潮汐にともなう変動と考えられる半日周期の波動に加えて
周期数10分程度の内部重力波にともなうと考えられる
変動が水平方向に伝搬する様子もとらえられている。

名古屋大学太陽地球環境研究所では、
中間圏から下部熱圏における大気変動の3次元構造を
観測的に研究することを目的として、
複数の光学観測機器により構成される
超高層大気イメージングシステム(OMTI)を製作し、
1997年度より信楽MU観測所において連続観測を実施している。
OMTIの観測機器の一つである分光温度計(SATI)は検出器に
冷却CCDを用い、
OH・O2分子のバンド発光の数本の輝線を同時に
計測することにより、
その強度比からそれぞれの分子の温度を求めることが出来る。
従来の研究よりOH大気光は87km付近、
O2は94km付近が発光の中心高度だと考えられており、
SATIによりこれらの発光高度における温度を
時間分解能約4分で観測することが可能である。
また、水平方向には12方位に分けた観測が可能であり、
時間方向のみならず水平方向の温度変化をとらえることが
出来る。
SATIの制御は自動化されており、無人定常観測が可能である。
1997年11月の設置以来ほぼ連続観測を続けており、
観測データが蓄積されている。

本研究では、
SATIによって得られた回転温度および
発光強度変動に見られる波状構造について解析を行う。
今回は特に1998年1～3月の新月期間に行われた



PSMOSキャンペーン期間のデータに着目する。
得られた回転温度・発光強度変動には、
大気潮汐にともなう変動であると考えられる
半日周期の波動が全体的に見られる。
さらに、
周期数10分程度の内部重力波にともなうと考えられる
変動が水平方向に伝搬する様子もとらえられている。
講演ではそれぞれの波動現象の高度間の相違点などの
詳しい解析結果について報告する予定である。
さらには
同期間中に夜間大気光の全天イメージの観測結果から
求められた内部重力波のパラメータとの比較も行いたい。


